
飯島市政スタート!!
　５月14日㈰、つくばみらい市長選挙が
行われ、市内19か所で投票が行われまし
た。開票の結果、初代つくばみらい市長
に飯島　善氏が当選しました。
　任期は平成22年５月13日までとなり
ます。
　選挙当日の有権者数は33,130人、投票
率は58.05％でした。

＜ 各 投 票 所 の 投 票 状 況 ＞
投票区 投　票　所

当日の有権
者数（人）

当日の投票
者数（人）

投票率
（％）

小 張 小 張 小 学 校 2,359 1,473 62.44
豊 豊 小 学 校 2,172 1,364 62.80

谷井田第１ 谷 井 田 小 学 校 3,762 1,977 52.55
谷井田第２ 茨城南部農業共済組合 861 502 58.30
谷井田第３ 上 谷 井 田 公 民 館 1,188 646 54.38
三 島 三 島 小 学 校 2,083 1,270 60.97

東 東 小 学 校 1,097 715 65.18
板 橋 第 １ 板 橋 小 学 校 1,766 1,028 58.21
板 橋 第 ２ わ か く さ 幼 稚 園 1,771 1,015 57.31
板 橋 第 ３ 伊 奈 第 ４ 保 育 所 3,681 1,791 48.66
小 絹 第 １ 小絹コミュニティセンター 2,747 1,147 41.75
小 絹 第 ２ 絹 の 台 集 会 所 2,673 1,069 39.99
小 絹 第 ３ 古箸営農研修センター 1,549 690 44.54
谷 原 第 １ 谷和原保健福祉センター 1,208 722 59.77
谷 原 第 ２ 下 小 目 公 民 館 676 448 66.27
谷 原 第 ３ 谷和原公民館谷原分館 551 363 65.88
十 和 第 １ 谷和原公民館十和分館 902 494 54.77
十 和 第 ２ 真木新農村集落センター 612 382 62.42
福 岡 谷和原公民館福岡分館 1,472 916 62.23

小　　計 33,130 18,012 54.37
期日前投票（５月８日㈪～ 13日㈯分） 1,220 3.68

合　　計 33,130 19,232 58.05
※各投票所の投票率については、投票日当日の投票率であり、期日前投票分を含
　みません。

つくばみらい市長選挙結果

初代市長に飯島 善氏

つくばみらい市長選挙
開　票　結　果

氏名（届出順）
飯島　　善
篠塚　皓男
かたにわ正雄

投票総数

得票数　
8,689票
5,133票
5,187票

19,232票
19,009票
223票

※有効投票
　無効投票

飯
島
市
長
初
登
庁

　

５
月
14
日
㈰
の
市
長
選
挙
で
当

選
を
果
た
し
、
初
代
つ
く
ば
み
ら

い
市
長
と
な
っ
た
飯
島
市
長
が
、

５
月
15
日
㈪
に
初
登
庁
し
ま
し

た
。

　

午
前
８
時
30
分
、
市
役
所
伊

奈
庁
舎
に
到
着
し
た
飯
島
市
長

は
、
市
民
や
議
員
、
市
職
員
ら
約

２
０
０
人
に
拍
手
で
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。
正
面
玄
関
前
で
市
職
員
か

ら
歓
迎
の
花
束
を
受
け
取
り
、
市

長
室
に
入
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
伊
奈
公
民
館
で
市
職

員
に
対
し
て
初
訓
示
を
行
い
ま
し

た
。

所
信
表
明

　

こ
の
た
び
、
合
併
に
伴
う
つ
く
ば

み
ら
い
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

多
く
の
市
民
の
皆
様
か
ら
暖
か
い
ご

支
援
を
賜
り
、
初
代
市
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。

　

今
、
市
政
の
舵
取
り
役
と
し
て
そ

の
責
任
の
重
さ
を
痛
感
す
る
と
と
も

に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
こ

た
え
ら
れ
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
国
・
地
方
自
治
体
を
と
り

ま
く
環
境
は
大
変
き
び
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。「
21
世
紀
は
地
方
の
時

代
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
今
後
は

こ
れ
ま
で
以
上
に
地
方
自
治
体
の
果

た
す
役
割
は
重
要
に
な
っ
て
く
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。ご
承
知
の
と
お
り
、

平
成
12
年
の
地
方
分
権
一
括
法
の
施

「活力に満ちた うるおいとやすらぎのまち」
　の実現のために

　　　　　　　　　　　市長就任のごあいさつ

行
を
経
て
新
た
な
段
階
を
迎
え
て
お

り
、「
国
と
地
方
の
役
割
分
担
や
責
任

分
野
を
明
確
化
す
る
」
と
と
も
に
、

地
方
が
責
任
を
持
つ
べ
き
分
野
に
つ

い
て
、
自
己
決
定
と
自
己
責
任
の
原

則
を
徹
底
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
地
方
自
治
体
で
は
、
市
民

に
一
番
身
近
な
医
療
・
福
祉
・
教
育

な
ど
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の

「
地
方
分
権
型
シ
ス
テ
ム
」
を
確
立

す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
地
方
自
治
体
の
行
財

政
能
力
の
更
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が

必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
が
、
よ
り

創
造
的
に
、
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
、

よ
り
低
コ
ス
ト
で
仕
事
を
完
結
さ
せ

る
こ
と
が
出
来
る
自
治
体
に
な
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
私
は
新
生
「
つ
く
ば
み

ら
い
市
」
の
速
や
か
な
一
体
性
の
確

保
と
地
域
の
魅
力
を
高
め
る
ま
ち
づ

く
り
を
す
る
た
め
に
、
具
体
的
施
策

と
い
た
し
ま
し
て
、
７
項
目
の
柱
を

立
て
選
挙
公
約
と
し
て
市
民
の
皆
様

に
約
束
い
た
し
ま
し
た
。

①
新
市
の
骨
格
形
成
と
利
便

　

性
の
向
上
を
図
り
ま
す

　
（
都
市
基
盤
の
整
備
）

②
安
全
で
潤
い
の
あ
る
ま
ち

　

づ
く
り
を
し
ま
す

　
（
生
活
環
境
の
整
備
）

③
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち
づ
く
り

　

を
進
め
ま
す

　
（
保
健
医
療
等
福
祉
の
充
実
）

④
学
び
合
い
の
ま
ち
づ
く
り

　

を
進
め
ま
す

　
（
教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー

　

   

ツ
の
振
興
）

⑤
活
力
あ
る
産
業
を
育
て
る

　

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す

　
（
産
業
の
振
興
）

⑥
住
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く

　

り
を
進
め
ま
す

　
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
）

⑦
成
果
重
視
の
行
財
政
運
営

　

を
進
め
ま
す

　
（
適
正
な
行
財
政
運
営
）

　

こ
の
約
束
を
実
現
す
る
た
め
に
、

限
ら
れ
た
予
算
を
効
率
よ
く
運
営
し

て
い
く
こ
と
が
舵
取
り
役
の
務
め
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。

つくばみらい市長　飯
いい

島
じま

　善
ぜん

昭和５年12月12日生まれ75歳
つくばみらい市小張在住

　

新
市
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
を
活
か
し
、
対
話
と
協
調
を
基

本
に
し
た
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
新

市
建
設
の
将
来
像
で
あ
り
ま
す
、
新

し
い
ま
ち
を
創
造
す
る
力
と
、
水
と

緑
に
囲
ま
れ
た
環
境
の
下
で
だ
れ
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
活
力
に
満

ち
た　

う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
の
ま

ち
」
を
実
現
す
る
た
め
、
市
民
と
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
明
日
の
つ
く
ば

み
ら
い
市
を
つ
く
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
し
て
、
市
長
就
任
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。


